
 

たんぽぽだより 
２０２３年 ４月号 

2023 年度がスタートしました。今年度は、行動の制限が無くなり自由な活動が出来るよ

うになって来ると思います。 

2 歳児さん達が幼稚園に巣立ちまた新しい環境を選択した職員も有り、寂しい気持ちも有

りますが、新しいお友達も職員も増えます。４月からはまたにぎやかになることと思います。 

保育サロンたんぽぽの保育目標 

          生きる力をはぐくむ 

自分で考え 自分で行動できる人 

ひとに優しい人 

誰とでも仲良しになれる人 

いのちを大切にする人 

感謝の出来る人 

児童憲章の『児童は人として尊ばれる』との言葉通り、保育サロンたんぽぽは、ひとりひ

とりを大事にする保育をおこなっていく事を、改めて全職員で確認しています。 

先日三重県鈴鹿市にある「アズワンコミュニティ」へ見学に園長と副園長で行きました。 

コミュニティの中ではお金が介在しないとの話で、私自身も疑問がいっぱいで見学に行き

ましたが、働く事とお金に対する考え方が変わりました。コミュニティ全体が大きな家族と

とらえ、「思いやりと対話」で事業の運営が成り立ち、規則も命令も上司も責任も無く、子ど

もはコミュニティみんなで育て、老後の心配もないという事でした。『～ねばならない』とい

う思い込みが無く、誰もが本心で生きられる社会が実際に存在していました。 

≪私は大事な存在であり、そのままで素晴らしい存在である。≫ 

無条件に受け入れられるには『聴く』事が非常に重要だという事を改めて思いました。そし

てそれがどんなに幸せかという事を実感しました。 

これからも子ども達や保護者の皆様に心を傾け聴くことを大事にします。 

令和５年度も保育サロンたんぽぽをよろしくお願いいたします。 

３月の苦情・ご提案について 
近隣の皆様より騒音についてと、ごみの投棄他についての苦情が市役所を通してありました。騒音

に関しては子ども達の声に対してのご協力のお願いをし、ゴミの投棄については、七夕など行事で使っ

たものが飛ばされることがある場合もあるのでご連絡いただくようにしました。 
苦情の中には有りませんでしたが、送迎時の車の離合や駐車等についても、近隣の方よりご指摘が

ありました。子どもの成長にとっては、地域の皆様の暖かい声掛けが必要です。保護者の皆様も、見守

ってもらっている地域の皆様への挨拶を積極的にお願い致します。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の目標：新しい環境に慣れ安心して過ごす ～笑顔(*^^*)～ 

つぼみ組【0歳児】: 新しい環境に慣れて安心できる雰囲気の中、保育者と関わりながら信頼

関係を育む。一人ひとりの生活リズムに合わせて生理的欲求を満たす 

ことで安心して過ごせるようになる。 

もも組【１歳児】：新しい環境の中への戸惑いや不安、欲求を受け止め安心して過ごせるよう

にする。 保育室に慣れ、友だちと触れあいながら好きな遊びを楽しむ。 
ゆり組【２歳児】：保育者に見守られ自分の好きな遊びを十分に楽しむ。自分のクラス、靴箱

などの場所が分かり、一日の流れがつかめる。 
 
４月の保育内容 
養護 
つぼみ組： 一人ひとりの生活リズムや、特徴を把握して援助をしていく。おむつ交換や着替

えの際きれいになった心地よさを味わえるような言葉かけをする。保育者とふれあ

いや抱っこに安心して心地よく過ごせるように配慮する。 
もも組： 一人ひとりの甘えや欲求を受け止め、心地よく過ごせるようにする。一対一で関わ

る中で、ふれあい遊びやスキンシップを取りながら、安心して保育士と一緒に楽し

めるようにする。 
ゆり組：排泄については一人一人の育ちを踏まえながら、おむつを替えたり、トイレに誘っ

たりしていく。 一人一人の思いに気づき、丁寧に受け止めていくことで、心地よい

生活を送れるようにする。 
教育 
つぼみ組：ハイハイや、ずりばいなどで移動することを楽しむ 安心できる保育者と1対1の

関係で食事の介助をしてもらい、食べる喜びを感じる。手遊びを喜び、心地よさを感じる。

喃語に応答して保育者に優しく語りかけてもらいふれあいを楽しむ。身近なものと関わり

感性が育つ。気に入った玩具で遊ぶ。保育者との中で、泣いたり笑ったりして自分の思い

を表現する。                                                                                                                
もも組： 手づかみやスプーンなどで自分で食べようとする気持ちを大切にし、見守りつつ、

さりげなく手を添えたり援助をしながら楽しく食事する。午前睡を取るなど個別に配慮し

心地よい生活リズムで過ごせるようにする。新しい環境への戸惑いや不安感に寄り添い落

ち着く場所を保障するなど、安心感を得られるようにする。自分の思いを態度で表現しよ

うとする姿を受け止め、言葉に置き換えながら共感することで、自分の気持ちを確認し安

心して思いを出していけるようにする。砂場の道具や乗用玩具、ボールなどを用意し興味

を持ったもので一緒に遊んだりそばで見守ったりして、楽しさを共感する。また、散歩に

出掛け桜の花びらに触れたり、タンポポの綿毛を飛ばしてみたりなど自然に親しめるよう

にする。 
ゆり組：楽しい雰囲気の中で意欲的に食事をする。保育者に見守られながら、トイレに行き

便座に座ってみる。オムツが濡れた時は知らせる。手洗いや口拭き、ズボンを履くなど、

自分で出来る事をしようとする。毎日の挨拶や言葉のやりとりを楽しむ。春の自然を見つ

けたり、散歩や戸外遊びを充分に楽しむ。絵本や紙芝居を見たり、手遊び歌を楽しみなが

ら自分なりに表現する。 
 



 

 

４月のうた 


��せんせいとおともだち     
����チューリップ     
�����おはながわらった 


����ちょうちょ     
���あくしゅでこんにちは 

令和５年度 保育サロンたんぽぽ  

 

職員紹介 
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サポート保育士 

宮崎
みやざき

 紀子
よ し こ

  松尾
ま つ お

 恵
めぐみ

  島田
し ま だ

 和
のどか

 

宮川
みやかわ

 由美子
ゆ み こ

 浦
う ら

 美恵
み え

 初手
は つ て

二
ふ

美代
み よ

 

保育補助   藤田
ふ じ た

 マリ 
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